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向井千秋特任教授が
副学長に就任

平成27年4月1日付で、

向井千秋特任教授が副学長に就任しました。

担当は「国際化推進」・「女性活躍推進」です。

今後、担当副学長として

女性の活力をいかした教育・研究の一層の活性化や

女性人財の育成・啓発等の先頭に立って、

本学の女性活躍を推進していきます。

◆ ◆ ◆

　女性活躍推進会議は、これまで、女性教員対
象アンケートの実施、女性理工系人財のための
講演会・ワークショップの開催、ニュースレター
の発行等、本学女性教職員、在学生等の協力を
得ながら、主に意識啓発に関する取組みを行っ
て参りました。
　本学は、「日本の理科大から世界の理科大へ」
を中長期目標としています。それを実現するた
めに、女性人財の力をもっと活用し、教育・研
究を一層活性化していくことを目指しています。
　今後は、新たに就任した担当副学長のもと、
豊かな人財の集まる未来志向のコミュニティを
目指し、教職員、在学生、さらには卒業生の協
力も得て「オール理科大」で教育・研究の一層
の活性化を目指し、取り組んで行きます。
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年 12月 13日（土）に葛飾キャン
パスで女性活躍推進講演会・ワーク

ショップ「見つけよう！あなたの活躍フィー
ルド～理工系女性人財の大きな可能性～」を
開催しました。このイベントは、女子学生・
女性研究者が理工系人財として活躍する場を
見つけることを目的に、女性活躍推進会議が
女性教員の協力を得て実施した企画です。
　参加者からは、「視野が広がった」、「将来
を考えるきっかけになった」、「社会へ出る不
安が軽くなった」等の感想が寄せられました。
また、ワークショップの意見交換では、参加
者相互の交流を深める機会にもなりました。
女性活躍推進会議では、今後もこのような企
画を実施していく予定です。

ワークショップ 【グループD-1】ワークショップ 【グループB】

ワークショップ 【グループD-2】

10:30～10:35

10:35～10:45

10:45～11:00

11:00～11:30

11:30～11:35

11:35～12:30

12:30～13:40

13:40～13:50

13:50～15:00

15:00～15:10

15:10～15:50

15:50～16:00

■タイムスケジュール・内容：

―　休憩・移動　―

ワークショップのまとめ　（40分間）
閉会　挨拶

（※午後はグループに分かれてワークショップ）

―　休憩・移動　―

開会　挨拶
学長メッセージ （藤嶋 昭 学長）
理事長メッセージ （中根 滋 理事長）

基調講演  講演者：黒田玲子 教授 （東京理科大学  総合研究機構）
 テーマ： 「世界が、地球が、あなたの活躍を待っている」   

―　移動　―

ランチョンネットワーキング　（昼食交流会）

ワークショップ 【グループA】

研究者・技術者としての
ワークライフバランス
～長期的展望と視野

を持って～
（150分間［含休憩10分間］）

 対象：主に若手研究者、
卒業生　  

女性人財のロードマップを作る
～10年後の未来想像図～

（70分間）
対象：主に学生

理工系分野に魅せられて
～成功する秘訣～

（70分間）
対象：主に学生

グローバルを意識する
ことからはじめよう

～グローバル社会へ羽ばたくため
の『気づき』から『行動』へのヒント～

（70分間）
対象：主に学生、若手研究者

理工系分野に魅せられて
～感性を活かした
コミュニケーション～

（70分間）
対象：主に学生

ワークショップ 【グループC】

女性活躍推進講演会・ワークショップ
 「見つけよう！あなたの活躍フィールド」を開催

開催報告

昨

研究者として、女性として、
キャリアを築くこと

高井 文子 准教授 ● 経営学部経営学科

　当日は、ワークショップグループ A「研究者・技術者と
してのワークライフバランス」のファシリテーターを務め
させていただきました。この世界にいて、教育や研究につ
いて議論をすることは多々ありますが、研究者としての
キャリアと、出産などのライフイベントや育児・家事とい
かに両立させていくか、ということが話題に上ることはほ
とんどありません。このことは、研究者を目指す若い女性
にとって大きな不安であり、その未来を摘んでしまってい
るのではないでしょうか。
　ワークショップでは、パネリストの先生方にキャリアと
ライフイベントとの両立について、とても具体的なご経験
を交えながらお話しいただき、また、困難を乗り越えるた
めのさまざまなアドバイスをいただきました。私自身も自
分の経験や悩みをお話しさせていただくことで、心がとて
も軽くなったように感じます。最後に参加者が、会に参加
をしてこれから進む将来に大きなヒントと勇気を与えられ
た、と言ってくださったことは大変嬉しく感じました。
　女性がもつ力はしなやかで大きく、とても強いものです。
この力を支え、伸ばしていくために、理科大は今後もこの
ような取り組みを継続していくべきだと確信いたしました。

中根理事長より

メッセージ

藤嶋学長より
メッセージ

参加していただいた皆さん、

ありがとうございました。

黒田教授による基調講演

活発な意見交換が行われました

理系女性教員として
谷崎 美穂 さん ● 國學院高等学校教諭 入試広報委員長

　大学を卒業して 12年。母校には新たな葛飾キャンパス
ができ、行ってみたいなと思っていたところに、この企画
へパネリストとしての参加依頼が舞い込んできました。男
性イメージの強い母校に女性が集まる。どのような感じな
のだろうとわくわくしながら足を運ぶと、そこには生き生
きと輝かしいパワーが溢れていました。
　教員として歩んできた 12年を振り返ると、無意識では
ありますが、勤め始めたときは男性に負けないようにと肩
肘張っていた記憶があります。しかし、「女性として」と
いう視点を大切にしようと思うようになった頃から、自分
らしさを失うことなく教員としての道が開けていったよう
に感じます。
　まだ数こそ少ない理系の女性ですが、各分野における活
躍は大きなものです。男性とは異なった視点をもつからこ
そ、女性の存在も貴重なのでしょう。
　今回、女性の学生に少しでも希望をもってもらえたら、
と思いパネリストとして参加した私ですが、各分野で活躍
する多くの女性と出会い、パワーをいただきました。
　理系女性の益々の活躍をお祈り申し上げます。

ワークショップに参加して

礒金 マリコ さん ● 工学部第一部 機械工学科4年

　講演者の方々みなさんが自分の
信念を大切にしながら

キャリアを重ねておられて、とて
も充実した生活を送られ

ていることがお話を通じて伝わっ
てきました。私も自分の

軸をしっかりと持っていろんなこ
とに挑戦していきたいと

改めて感じました。また機会があ
ればぜひ参加したいと思

います。

イベント全体を通じて
南保 茉帆子 さん ● 基礎工学部 生物工学科 4年

　社会で活躍されている女性の方々にお話をうかがうこと
ができて、とても良かったです。今後の進路を決めていく
上でも、大変参考になりました。
　特にワークショップでは、社会人の方々が実際にどのよ
うな生活を送っているかなど、普段ではあまり知ることが
できないことを知ることができたので良かったです。

参加者から
の
声
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